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金融情報

金融（融資）相談経営相談

法律相談

会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。
相談場所■小松商工会議所
予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。
お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？
本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

（☎ 0761-21-3121）
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（平成28年4月20日現在）

■マルケイ資金

2,000万円
無担保・無保証人

・利率　1.3％
・期間　10年（運転７年）

■小口事業資金（追認小口）

1,500万円
原則無担保

・利率　1.75％
・期間　７年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）

1,250万円
原則無担保

・利率　1.7％
・期間　７年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.6％
・期間　７年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.85％
・期間　７年（実情に応じ10年）

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.3％
・期間　７年以内

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認２億円）
・利率　1.6％～1.8％
・期間　5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

平成28年度（8月
末まで）認定実績

零 細 分

創 業 者 分

今 月 の 利 率

●
全
産
業
の
業
況
ＤＩ
は
、前
月
と

比
べ
改
善
。産
業
別
に
み
る
と
、

建
設
業
、卸
売
業
、小
売
業
で
改

善
、そ
の
他
の
２
業
種
で
悪
化
し

た
。各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ

メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

●「
造
船
業
か
ら
の
受
注
の
激
減

に
よ
り
、売
上
は
落
ち
込
ん
だ
。

今
は
受
注
を
確
保
す
る
こ
と
に

精
一
杯
で
、具
体
的
な
収
益
力
確

保
に
取
り
組
む
余
力
が
な
い
」（
金

属
加
工
機
械
製
造
業
）、「
老
朽
化

に
伴
う
大
規
模
な
設
備
投
資
の

案
件
が
入
っ
た
こ
と
か
ら
、売
上

が
改
善
し
た
」（
建
築
資
材
卸
売

業
）、「
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
も
、消
費
者
が
振
り
向
い
て

く
れ
な
か
っ
た
た
め
、売
上
の
増

加
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
」（
酒

場
）、「
民
間
工
事
の
案
件
も
多

く
、売
上
、採
算
と
も
に
改
善
し
、

業
況
も
良
い
」（一般
工
事
業
） 

●
業
況
の
先
行
き
見
通
し
ＤＩ
は
、

全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
改
善
す

る
見
込
み
。産
業
別
に
み
る
と
、

建
設
業
で
悪
化
、そ
の
他
の
４
業

種
で
改
善
す
る
見
込
み
。

　
８
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
DI
は
、
▲
24
．

９
と
、
前
月
か
ら
▲
０
．
４
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
ぼ
横

ば
い
。
夏
休
み
の
堅
調
な
観
光
需
要
の
ほ
か
、

賃
貸
住
宅
な
ど
民
間
工
事
に
持
ち
直
し
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
円
高
な
ど
に
よ
る
原
材

料
価
格
の
下
落
や
依
然
と
し
て
低
い
水
準
の
燃

料
費
の
恩
恵
を
指
摘
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。
他

方
、
個
人
消
費
の
鈍
い
動
き
や
、
販
売
先
か
ら

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
の
強
ま
り
、
慢
性
的
な

人
手
不
足
に
よ
る
受
注
機
会
の
損
失
や
人
件
費

の
上
昇
な
ど
が
、
中
小
企
業
の
マ
イ
ン
ド
を
下

押
し
し
て
お
り
、
業
況
感
は
足
踏
み
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見
通
し
DI
が

▲
21
．
４
（
今
月
比
＋
３
．
５
ポ
イ
ン
ト
）
と
改

善
を
見
込
む
も
の
の
、「
悪
化
」
か
ら
「
不
変
」

へ
の
変
化
が
主
因
で
あ
り
、
実
体
は
ほ
ぼ
横
ば

い
。
観
光
需
要
や
住
宅
建
設
が
全
体
を
牽
引
す

る
ほ
か
、
経
済
対
策
・
補
正
予
算
に
よ
る
公
共

工
事
の
増
加
、
個
人
消
費
の
喚
起
に
期
待
す
る

声
が
聞
か
れ
る
。
他
方
、
人
手
不
足
の
影
響
が

大
き
な
足
か
せ
と
な
る
中
、
消
費
低
迷
や
円
高
、

海
外
経
済
減
速
の
長
期
化
を
懸
念
す
る
声
は
多

く
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
先
行
き
へ
の
慎
重

な
見
方
を
崩
し
て
い
な
い
。

景況天気予報LOBO調査
【LOBO調査とは】全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

調査期間：2016年8月17日～23日
調査対象：全国の423商工会議所が
　　　　　2981企業にヒアリング

7月【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.65倍 2.02倍 1.37倍 1.86倍 1.25倍

北
陸
信
越
の
状
況

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用
したい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9:00～16:00

（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　10月5日（水）、19日（水）
予約  ☎ 076-221-6141

・経営について専門家の意見を
聞きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

・インターネットで企業ＰＲしたい。

・特許や商標登録について検討
している。
・海外に製品を出したい。

雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家
派遣事業にて対応または専門機関
をご紹介しております。

☎ 0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 10月6日、13日、20日、27日
 （毎週木曜日）
 13:00～15:30
☎ 076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

事業に関する

予約制

予約制

【経営】

【IT】

【特許・商標】

【労働】

景況天気予報／雇用情報 経営相談窓口

Q A&

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

記帳・税務相談 中小企業相談コーナー

・会社の経理や税務についてわからない
　ことがある。
・消費税について教えてほしい。
  日時 10月 5日（水）10:00～16:00
　      11月 2日（水）10:00～16:00
  専門家　　南一栄税理士

  ☎ 0761-21-3121
  （小松商工会議所経営支援課）

（前月3.1％）

（4～6月期）

（前月210万人）

3.0％

2.3％

203万人

1.37倍

1.58倍

1.08倍

（前月1.37倍）

（前月1.50倍）［原数値］

（前月1.05倍）［原数値］

▲ 24.9

8
の全産業
合計の
業況DI値

とくに好調

50≦DI ▲25≦DI<0 DI<▲250≦DI<2525≦DI<50

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数について）
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表
す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示す。したがって売上高などの実数値の上
昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国 北 陸・信 越 全 国 北 陸・信 越

先 行 見 通 し

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

▲17.8

▲20.2

▲33.1

▲38.2

▲18.9

▲27.6

▲32.3

▲35.7

▲27.6

▲23.3

▲18.1

▲19.0

▲27.1

▲32.8

▲13.5

▲31.0

▲22.6

▲28.6

▲20.7

▲6.7

業況ＤＩは、横ばい続く。
先行きは改善見込むも、
慎重な見方崩れず。

月

平成28年8月2日閣議決定した平成28年度第二次補正予算案には、中小企業・小規模事業者支援事業と
して、「ものづくり等補助金」や「小規模事業者持続化補助金」等が盛り込まれ、９月中旬に召集される予
定の臨時国会において審議・成立した後、補助事業等の公募が開始されます。
例えば、【小規模事業者持続化補助金】
小規模事業者が商工会・商工会議所と一体となって販路開拓に取り組み費用(店舗内装工事費やチラシ作
成費など)の2/3を補助。
補助上限額　50万円、100万円(賃上げ、雇用対策、海外展開、買物弱者対策)、
　　　　　　200万円(熊本地震対策)、500万円(複数の事業者が連携した共同事業)等

小規模企業者が活用できる国の補助金について

【詳しくは】  小松商工会議所　経営支援課　☎ 0761-21-3121
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（平成28年4月20日現在）

■マルケイ資金

2,000万円
無担保・無保証人

・利率　1.3％
・期間　10年（運転７年）

■小口事業資金（追認小口）

1,500万円
原則無担保

・利率　1.75％
・期間　７年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）

1,250万円
原則無担保

・利率　1.7％
・期間　７年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.6％
・期間　７年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.85％
・期間　７年（実情に応じ10年）

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.3％
・期間　７年以内

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認２億円）
・利率　1.6％～1.8％
・期間　5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

平成28年度（8月
末まで）認定実績
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、

海
外
経
済
減
速
の
長
期
化
を
懸
念
す
る
声
は
多

く
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
先
行
き
へ
の
慎
重

な
見
方
を
崩
し
て
い
な
い
。

景況天気予報LOBO調査
【LOBO調査とは】全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

調査期間：2016年8月17日～23日
調査対象：全国の423商工会議所が
　　　　　2981企業にヒアリング

7月【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.65倍 2.02倍 1.37倍 1.86倍 1.25倍

北
陸
信
越
の
状
況

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用
したい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9:00～16:00

（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　10月5日（水）、19日（水）
予約  ☎ 076-221-6141

・経営について専門家の意見を
聞きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

・インターネットで企業ＰＲしたい。

・特許や商標登録について検討
している。
・海外に製品を出したい。

雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家
派遣事業にて対応または専門機関
をご紹介しております。

☎ 0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 10月6日、13日、20日、27日
 （毎週木曜日）
 13:00～15:30
☎ 076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

事業に関する

予約制

予約制

【経営】

【IT】

【特許・商標】

【労働】

景況天気予報／雇用情報 経営相談窓口

Q A&

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

記帳・税務相談 中小企業相談コーナー

・会社の経理や税務についてわからない
　ことがある。
・消費税について教えてほしい。
  日時 10月 5日（水）10:00～16:00
　      11月 2日（水）10:00～16:00
  専門家　　南一栄税理士

  ☎ 0761-21-3121
  （小松商工会議所経営支援課）

（前月3.1％）

（4～6月期）

（前月210万人）

3.0％

2.3％

203万人

1.37倍

1.58倍

1.08倍

（前月1.37倍）

（前月1.50倍）［原数値］

（前月1.05倍）［原数値］

▲ 24.9

8
の全産業
合計の
業況DI値

とくに好調

50≦DI ▲25≦DI<0 DI<▲250≦DI<2525≦DI<50

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数について）
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表
す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示す。したがって売上高などの実数値の上
昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国 北 陸・信 越 全 国 北 陸・信 越

先 行 見 通 し

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

▲17.8

▲20.2

▲33.1

▲38.2

▲18.9

▲27.6

▲32.3

▲35.7

▲27.6

▲23.3

▲18.1

▲19.0

▲27.1

▲32.8

▲13.5

▲31.0

▲22.6

▲28.6

▲20.7

▲6.7

業況ＤＩは、横ばい続く。
先行きは改善見込むも、
慎重な見方崩れず。

月

平成28年8月2日閣議決定した平成28年度第二次補正予算案には、中小企業・小規模事業者支援事業と
して、「ものづくり等補助金」や「小規模事業者持続化補助金」等が盛り込まれ、９月中旬に召集される予
定の臨時国会において審議・成立した後、補助事業等の公募が開始されます。
例えば、【小規模事業者持続化補助金】
小規模事業者が商工会・商工会議所と一体となって販路開拓に取り組み費用(店舗内装工事費やチラシ作
成費など)の2/3を補助。
補助上限額　50万円、100万円(賃上げ、雇用対策、海外展開、買物弱者対策)、
　　　　　　200万円(熊本地震対策)、500万円(複数の事業者が連携した共同事業)等

小規模企業者が活用できる国の補助金について

【詳しくは】  小松商工会議所　経営支援課　☎ 0761-21-3121

小松商工会議所 2016.103
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無
料
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ISICO石川県産業創出支援機構 Information

平成28年11月19日（土）
初級編・中級編・上級編［50問／各30分]
メモリアルコース（曳山子供歌舞伎）［25問／20分]※新設
平成28年10月3日（月）～ 10月31日（月）
9:00 ～ 17:00（平日のみ）
一般 500円　　高校生以下 300円
小松商業高校

■実 施 日
■受 験 級

■申込期間

■受 験 料
■会　　場

■申 込 先

■問合せ先

小松商工会議所事業課
TEL（0761）21-3121
FAX（0761）21-3120
小松商業高校
TEL（0761）47-3221
FAX（0761）47-8038

ふるさと小松検定第
12
回

　
住
宅
・
土
地
で
の
困
り
ご
と

や
、売
買・賃
貸
に
関
す
る
こ
と

な
ど
不
動
産
に
つ
い
て
無
料
で
な

ん
で
も
ご
相
談
で
き
ま
す
。

　
近
年
は
空
き
家
に
関
す
る
ご

相
談
が
増
え
て
お
り
、小
松
市・加

賀
市
で
開
催
致
し
ま
す
の
で
、こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。

●
10
月
９
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
Ｊ
Ｒ
小
松
駅「
高
架
下
」

　
ど
ん
ど
ん
祭
り
会
場

●
11
月
18
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加
賀

　
１
階「
中
央
通
路
」

●
11
月
22
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
小
松
商
工
会
議
所

　
１
階「
１
０
３
号
室
」

◎
お
問
い
合
わ
せ

　（
公
社
）石
川
県
宅
地
建
物

　
　
　
　
　
　
　
取
引
業
協
会

　
☎
０
１
２
０・４
２
４・４
２
５

石
川
県
宅
建
協
会

検索ふるさと小松検定

※申込書並びにテキスト・ドリル・過去問題は
　ふるさと小松検定Ｗｅｂページからもダウンロードできます。

(公財)石川県産業創出支援機構  経営支援部  経営支援課
〒920-8203  石川県金沢市鞍月２丁目20番地
石川県地場産業振興センター新館１階
TEL. 076-267-1244   FAX. 076-267-3622

平成28年度　石川県よろず支援拠点セミナー

内　　容

講　　師

受 講 料

定　　員

申込方法

日     時
会     場

申込み
問い合わせ

申込締切

申込書に所定事項をご記入のうえFAXまたは電子メール等にてお申し込みください。
申込書は下記ＵＲＬからダウンロードできます。
http://www.isico.or.jp/dgnet/eventseminar/40893

A

B

C

D

　サービス産業は、日本経済の約７割（GDP・雇用ペース）を占める非常に重要な産業です。
少子高齢化による人口減少は、労働力減少だけでなく市場縮小と直結し、製造業だけでなくサービス業にお
ける生産性の向上は、喫緊の課題となっています。
　そこで今回、県内中小企業の方々を対象に、サービス業独自の生産性向上の進め方について、わかりやす
くお話しいただく他、ご希望の方を対象に、よろず支援拠点コーディネーターによる個別相談会を行います。    
この機会にぜひご参加下さい。

中小企業のためのサービス業の生産性向上の進め方

平成28年10月24日（月）14：00 ～ 17：30

平成28年10月21日（金）

石川県地場産業振興センター新館２Ｆ第１０研修室（金沢市鞍月２丁目２０番地）

14:00 ～ 16:30 「サービス業の生産性向上の進め方」
16:30 ～ 17:30  個別相談会（よろず支援拠点コーディネーター）
経営コンサルタントＭ.Ｍ.Ｄ研究所　主宰　柏原　基氏

無 料
50名

労働者を1人でも雇っている事業主は、
労働保険（労災保険・雇用保険）に加入しなければなりません

●
飲
食
業
界
の
た
め
の
消
費
税
軽
減
税
率

　
早
わ
か
り
1
2
0
分
商
売
繁
盛
セ
ミ
ナ
ー

日
時

場
所

定
員

講
師

内
容

11
月
22
日（
火
） 

14
時
〜
16
時

小
松
商
工
会
議
所

30
名

ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱  

渋
谷
雄
大
氏

●
飲
食
業
に
と
っ
て
の
軽
減
税
率
、
何
を
し
た
ら
良
い
？

●
経
理
処
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
ま
し
ょ
う

●
増
税
対
応
の
新
メ
ニュ
ー
で
売
上
ア
ッ
プ

●
飲
食
店
の
た
め
の
顧
客
開
拓
術  

他

●
真
田
丸
に
学
ぶ
　
負
け
な
い
、
中
小
企
業
戦
略

日
時

場
所

定
員

講
師

内
容

12
月
21
日（
水
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

小
松
商
工
会
議
所

60
名

ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィン
グ
㈱
取
締
役
会
長  

大
木
ヒ
ロ
シ
氏

●
昌
幸
の
戦
略
、
幸
村
の
戦
術
の
要
と
中
小
企
業
経
営

●
真
田
家
に
み
る
弱
者
の
戦
略
は
今
の
中
小
企
業
に
最
適

●
真
田
家
の
三
人
三
様
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

●
真
田
の
真
骨
頂
の
選
択
と
集
中
で
中
小
企
業
が
勝
て
る

●
真
田
丸
は
経
営
革
新
だ
っ
た

●
幸
村
死
し
て
真
田
ブ
ラ
ン
ド
残
す

●
真
田
十
勇
士
と
中
小
企
業
の
人
材
確
保
と
育
成  

他

●
粗
利
率
を
上
げ
る
た
め
の
近
道
教
え
ま
す
！

　「
経
営
戦
略
」セ
ミ
ナ
ー

日
時

場
所

定
員

講
師

内
容

10
月
19
日（
水
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

小
松
商
工
会
議
所

30
名

ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱  

西
村
伸
郎
氏

●
粗
利
を
高
め
る
近
道
と
し
て
の
、

　
自
社
・
自
店
に
よ
る
商
品
企
画
と
生
産
と
は

●
新
商
品
の
ア
イ
デ
ア
発
想 （
演
習
を
含
む
）

●
新
商
品
の
開
発
ス
テ
ッ
プ

●
新
商
品
の
販
路
開
拓

◎時間は全日程とも13時30分～15時30分となります

小松商工会議所1F  103会議室

一般社団法人 全国労働保険事務組合連合会石川支部
TEL. 076-265-4225
支部においても個別相談を承っておりますのでご利用下さい

小松市園町二1  TEL. 0761-21-3121

労働保険に
関する相談会

平成28年10月18日（火）・12月13日（火）

問合せ先

会　　場

労働保険に関する無料相談を
次のとおり実施いたします。お気軽にご利用下さい

新たに起業を考えている方へ

小松
地区

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

◎ 

環
境
社
会
検
定【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
】

問
い
合
わ
せ

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

12
月
18
日（
日
）

10
月
4
日（
火
）〜

11
月
4
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所

Ｈ
Ｐ
・
電
話
登
録

5
，4
0
０
円

◎ 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定 

2
・
3
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

11
月
27
日（
日
）

10
月
14
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所    

Ｈ
Ｐ
・
電
話
登
録

2
級  

6
，4
8
0
円

３
級  

4
，3
2
0
円

● 

簿
記
検
定 

1
〜
4
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

11
月
20
日（
日
）

10
月
21
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

1
級  

7
，7
1
0
円
　
　
2
級  

4
，6
3
0
円

３
級  

2
，5
7
0
円
　
　
4
級  

1
，6
4
0
円

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課 
☎（
0
7
6
1
）21・3
1
2
1

問い合わせ 小松商工会議所中小企業相談所　経営支援課
☎（0761）21・3121

（
注
）●
日
本
商
工
会
議
所
検
定
、

　
　
◎
東
京
商
工
会
議
所
検
定
・・・
団
体
受
付
の
締
切
は
異
な
り
ま
す

　
　
　
の
で
、
詳
細
は
本
所
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

【
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

経営セミナーご案内受講料　無料

4
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平成28年11月19日（土）
初級編・中級編・上級編［50問／各30分]
メモリアルコース（曳山子供歌舞伎）［25問／20分]※新設
平成28年10月3日（月）～ 10月31日（月）
9:00 ～ 17:00（平日のみ）
一般 500円　　高校生以下 300円
小松商業高校

■実 施 日
■受 験 級

■申込期間

■受 験 料
■会　　場

■申 込 先

■問合せ先

小松商工会議所事業課
TEL（0761）21-3121
FAX（0761）21-3120
小松商業高校
TEL（0761）47-3221
FAX（0761）47-8038

ふるさと小松検定第
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住
宅
・
土
地
で
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困
り
ご
と

や
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買・賃
貸
に
関
す
る
こ
と

な
ど
不
動
産
に
つ
い
て
無
料
で
な

ん
で
も
ご
相
談
で
き
ま
す
。

　
近
年
は
空
き
家
に
関
す
る
ご

相
談
が
増
え
て
お
り
、小
松
市・加

賀
市
で
開
催
致
し
ま
す
の
で
、こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。

●
10
月
９
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
Ｊ
Ｒ
小
松
駅「
高
架
下
」

　
ど
ん
ど
ん
祭
り
会
場

●
11
月
18
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加
賀

　
１
階「
中
央
通
路
」

●
11
月
22
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
小
松
商
工
会
議
所

　
１
階「
１
０
３
号
室
」

◎
お
問
い
合
わ
せ

　（
公
社
）石
川
県
宅
地
建
物

　
　
　
　
　
　
　
取
引
業
協
会

　
☎
０
１
２
０・４
２
４・４
２
５

石
川
県
宅
建
協
会

検索ふるさと小松検定
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石川県地場産業振興センター新館１階
TEL. 076-267-1244   FAX. 076-267-3622

平成28年度　石川県よろず支援拠点セミナー

内　　容

講　　師

受 講 料

定　　員
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日     時
会     場

申込み
問い合わせ

申込締切

申込書に所定事項をご記入のうえFAXまたは電子メール等にてお申し込みください。
申込書は下記ＵＲＬからダウンロードできます。
http://www.isico.or.jp/dgnet/eventseminar/40893

A

B

C

D

　サービス産業は、日本経済の約７割（GDP・雇用ペース）を占める非常に重要な産業です。
少子高齢化による人口減少は、労働力減少だけでなく市場縮小と直結し、製造業だけでなくサービス業にお
ける生産性の向上は、喫緊の課題となっています。
　そこで今回、県内中小企業の方々を対象に、サービス業独自の生産性向上の進め方について、わかりやす
くお話しいただく他、ご希望の方を対象に、よろず支援拠点コーディネーターによる個別相談会を行います。    
この機会にぜひご参加下さい。

中小企業のためのサービス業の生産性向上の進め方

平成28年10月24日（月）14：00 ～ 17：30

平成28年10月21日（金）

石川県地場産業振興センター新館２Ｆ第１０研修室（金沢市鞍月２丁目２０番地）

14:00 ～ 16:30 「サービス業の生産性向上の進め方」
16:30 ～ 17:30  個別相談会（よろず支援拠点コーディネーター）
経営コンサルタントＭ.Ｍ.Ｄ研究所　主宰　柏原　基氏

無 料
50名

労働者を1人でも雇っている事業主は、
労働保険（労災保険・雇用保険）に加入しなければなりません

●
飲
食
業
界
の
た
め
の
消
費
税
軽
減
税
率

　
早
わ
か
り
1
2
0
分
商
売
繁
盛
セ
ミ
ナ
ー

日
時

場
所

定
員

講
師

内
容

11
月
22
日（
火
） 

14
時
〜
16
時

小
松
商
工
会
議
所

30
名

ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱  

渋
谷
雄
大
氏

●
飲
食
業
に
と
っ
て
の
軽
減
税
率
、
何
を
し
た
ら
良
い
？

●
経
理
処
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
ま
し
ょ
う

●
増
税
対
応
の
新
メ
ニュ
ー
で
売
上
ア
ッ
プ

●
飲
食
店
の
た
め
の
顧
客
開
拓
術  

他

●
真
田
丸
に
学
ぶ
　
負
け
な
い
、
中
小
企
業
戦
略

日
時

場
所

定
員

講
師

内
容

12
月
21
日（
水
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

小
松
商
工
会
議
所

60
名

ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィン
グ
㈱
取
締
役
会
長  

大
木
ヒ
ロ
シ
氏

●
昌
幸
の
戦
略
、
幸
村
の
戦
術
の
要
と
中
小
企
業
経
営

●
真
田
家
に
み
る
弱
者
の
戦
略
は
今
の
中
小
企
業
に
最
適

●
真
田
家
の
三
人
三
様
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

●
真
田
の
真
骨
頂
の
選
択
と
集
中
で
中
小
企
業
が
勝
て
る

●
真
田
丸
は
経
営
革
新
だ
っ
た

●
幸
村
死
し
て
真
田
ブ
ラ
ン
ド
残
す

●
真
田
十
勇
士
と
中
小
企
業
の
人
材
確
保
と
育
成  

他

●
粗
利
率
を
上
げ
る
た
め
の
近
道
教
え
ま
す
！

　「
経
営
戦
略
」セ
ミ
ナ
ー

日
時

場
所

定
員

講
師

内
容

10
月
19
日（
水
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

小
松
商
工
会
議
所

30
名

ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱  

西
村
伸
郎
氏

●
粗
利
を
高
め
る
近
道
と
し
て
の
、

　
自
社
・
自
店
に
よ
る
商
品
企
画
と
生
産
と
は

●
新
商
品
の
ア
イ
デ
ア
発
想 （
演
習
を
含
む
）

●
新
商
品
の
開
発
ス
テ
ッ
プ

●
新
商
品
の
販
路
開
拓

◎時間は全日程とも13時30分～15時30分となります

小松商工会議所1F  103会議室

一般社団法人 全国労働保険事務組合連合会石川支部
TEL. 076-265-4225
支部においても個別相談を承っておりますのでご利用下さい

小松市園町二1  TEL. 0761-21-3121

労働保険に
関する相談会

平成28年10月18日（火）・12月13日（火）

問合せ先

会　　場

労働保険に関する無料相談を
次のとおり実施いたします。お気軽にご利用下さい

新たに起業を考えている方へ

小松
地区

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

◎ 

環
境
社
会
検
定【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
】

問
い
合
わ
せ

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

12
月
18
日（
日
）

10
月
4
日（
火
）〜

11
月
4
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所

Ｈ
Ｐ
・
電
話
登
録

5
，4
0
０
円

◎ 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定 

2
・
3
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

11
月
27
日（
日
）

10
月
14
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所    

Ｈ
Ｐ
・
電
話
登
録

2
級  

6
，4
8
0
円

３
級  

4
，3
2
0
円

● 

簿
記
検
定 

1
〜
4
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

11
月
20
日（
日
）

10
月
21
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

1
級  

7
，7
1
0
円
　
　
2
級  

4
，6
3
0
円

３
級  

2
，5
7
0
円
　
　
4
級  

1
，6
4
0
円

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課 

☎（
0
7
6
1
）21・3
1
2
1

問い合わせ 小松商工会議所中小企業相談所　経営支援課
☎（0761）21・3121

（
注
）●
日
本
商
工
会
議
所
検
定
、

　
　
◎
東
京
商
工
会
議
所
検
定
・・・
団
体
受
付
の
締
切
は
異
な
り
ま
す

　
　
　
の
で
、
詳
細
は
本
所
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

【
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

経営セミナーご案内受講料　無料

小松商工会議所 2016.105



8日（土）のイベント

9日（日）のイベント
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8日（土）のイベント

9日（日）のイベント
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厳
し
い
の
一
言
で
あ
る
。セ
ー
ル

品
な
ど
は
動
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、客
単
価
は
上
が
ら
ず
物
販
に

対
し
て
は
あ
い
か
わ
ら
ず
で
、財

布
の
紐
は
硬
い
と
感
じ
て
い
る
。

た
だ
健
康
に
対
し
て
の
感
心
が

よ
り
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、食
や

サ
ー
ビ
ス
、趣
味
や
体
験
と
い
っ

た
分
野
の
業
界
は
伸
び
て
い
る
と

思
う
し
事
実
市
内
に
も
店
舗
数
が

増
え
て
い
る
。

　

組
合
と
し
て
は
日
々
出
来
上

が
っ
て
い
く
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
巨

体
は
脅
威
に
感
じ
る
。周
辺
に
は

様
々
な
業
種
の
出
店
が
加
速
し
て

こ
れ
か
ら
数
年
で
旧
8
号
沿
い
も

含
め
て
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
だ

ろ
う
。た
だ
で
さ
え
物
余
り
の
現

代
、前
述
し
た
が
健
康
を
テ
ー
マ

に
身
体
や
ス
ト
レ
ス
等
を
深
堀
り

し
た
サ
ー
ビ
ス
は
大
手
も
取
組
ん

で
お
り
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
自
店
、

そ
し
て
組
合
と
し
て
何
が
出
来
る

か
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

　
相
変
わ
ら
ず
全
体
的
に
低
迷
し

て
い
る
。来
春
の
イ
オ
ン
開
業
を

控
え
不
安
感
を
感
じ
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
多
く
の
通

行
量
が
見
ら
れ
る
が 

普
段
の
人

通
り
は
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。

　

商
店
街
に
50
戸
程
度
の
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
の
計
画
が
持
ち
上

が
っ
て
い
る
。組
合
と
し
て
も
概
ね

好
意
的
に
捉
え
て
お
り
、こ
の
動

き
に
連
動
し
た
出
店
等
に
よ
る
活

性
化
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
沖
町
の
イ
オ
ン
出
店
に
よ
る
影

響
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
う
が
、

そ
れ
よ
り
も
小
松
駅
前
の
大
和
跡

地
の
開
発
や
新
規
出
店
に
よ
る
駅

周
辺
の
人
の
流
れ
に
期
待
し
た
い
。

　
金
融
機
関
の
国
道
沿
い
へ
の
移

転
と
Ｊ
Ｒ
の
利
用
者
の
減
少
と
と

も
に
駅
前
商
店
街
を
利
用
も
し
く

は
通
行
す
る
人
口
は
減
少
し
て
お

り
、活
気
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん

ど
な
い
状
況
で
あ
る
。大
型
店
の

進
出
、出
店
に
よ
る
景
気
低
迷
が

じ
わ
り
じ
わ
り
、業
種
に
よ
っ
て
は

深
刻
に
響
い
て
い
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
て

も
店
主
の
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う

会
員
数
の
減
少
に
よ
り
、経
費
が

増
大
す
る
一
方
で
あ
る
。

　
2
0
1
8
年
に
小
松
短
期
大
学

か
ら
４
年
制
の
公
立
大
学
へ
移
行

の
動
き
が
あ
る
が
、人
口
増
加
の

波
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、商

店
街
に
活
気
を
も
た
ら
す
た
め
に

も
準
備
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

　
小
松
織
物
業
関
連
は
国
内
向
け

一
部
商
品
の
受
注
に
回
復
の
兆
し

が
み
ら
れ
る
が
、行
き
過
ぎ
た
減

産
の
反
動
に
よ
る
も
の
で
、原
材

料
、生
産
関
連
資
材
価
格
の
高
止

ま
り
に
加
え
て
消
費
の
落
ち
込
み

の
影
響
が
大
き
く
生
産
性
、採
算

性
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。　

　
輸
出
分
野
に
お
い
て
は
中
東
や

欧
州
の
情
勢
の
不
安
増
大
、中
国

経
済
の
悪
化
が
長
引
く
こ
と
に
よ

り
悪
影
響
が
続
い
て
お
り
、減
産
、

生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
、安

定
し
て
い
た
商
品
で
も
採
算
性
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
国
内
繊
維
産
業
へ
の
需
要
も
原

材
料
等
製
造
コ
ス
ト
の
適
正
な
価

格
転
嫁
は
非
常
に
困
難
で
小
ロ
ッ

ト
、デ
ザ
イ
ン
で
特
化
し
た
分
野
で

さ
え
も
売
価
、加
工
費
の
値
上
げ
は

難
し
く
、差
別
化
織
物
分
野
の
需

健
康
思
考
の
お
客
様
に

何
が
で
き
る
か
追
求

新
た
な
計
画
に
期
待

小
松
駅
周
辺
整
備
に
よ
る

人
の
流
れ
に
期
待

交
流
人
口
の
減
少
の

影
響
あ
り

採
算
性
は
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
19
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、国
の
施
策
の一環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り一層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、小
規
模
企
業
者
の

経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、商
工
会
議
所
中
小

企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、い
わ
ば
本
所
と
小
規
模

企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、市
内
の
各
協
同
組
合
、商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
こ
の
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
各
業
界

今
後
の
見
通
し
は
不
透
明

①
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

②
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

③
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

④
粟
津
駅
前
商
交
会

⑤
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

業
種
別
景
況
報
告（
平
成
28
年
度
上
期
）
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要
回
復
も
一
部
に
留
ま
り
、総
じ
て

厳
し
い
状
態
が
続
く
見
通
し
。た
だ

９
月
以
降
は
衣
料
、イ
ン
テ
リ
ア
関

係
と
も
需
要
期
に
入
り
消
費
税
据

え
置
き
効
果
も
期
待
し
た
い
。

　
繊
維
業
界
は
慢
性
的
に
厳
し
い

状
態
で
あ
る
。

　
衣
料
品
は
小
売
価
格
の
下
落
に

よ
り
海
外（
中
国
、東
南
ア
ジ
ア
）

で
の
製
造
が
主
力
で
あ
り
、国
内

生
産
品
は
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
。

小
ロ
ッ
ト
品
、高
価
格
需
品
は
一
部

国
内
生
産
で
は
あ
る
が
、糸
の
使

用
量
に
は
限
界
が
あ
り
大
き
な
市

場
に
は
な
り
に
く
い
。

　
供
給
元
と
な
る
撚
糸
業
者
も
減

少
傾
向
に
あ
り
、需
給
バ
ラ
ン
ス

と
し
て
は
、し
ば
ら
く
は
安
定
し

た
状
況
が
続
く
と
推
察
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、撚
糸
業
自
体
の
認
知

度
が
低
い
業
種
で
あ
る
た
め
、今

後
は
各
企
業
が
差
別
化
を
図
り
存

在
価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
日
本
経
済
は
順
調
に
景
気
回
復

の
過
程
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も

の
の
、国
内
消
費
の
低
迷
に
よ
り
業

界
で
は
回
復
へ
の
道
の
り
は
険
し
く

先
行
き
の
不
透
明
感
が
拭
え
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、多
品
種
小

ロ
ッ
ト
で
付
加
価
値
の
高
い
も
の
、

差
別
化
さ
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
で
生

き
残
り
を
図
っ
て
い
る
。

　
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
海
外
リ
ス
ク
の
高
ま
り
で

円
高
進
行
を
受
け
価
格
競
争
へ
の

懸
念
が
予
想
さ
れ
る
が
、２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
取
り
組
み
が
活
発
化
す
る
と
思

わ
れ
る
明
る
い
材
料
も
あ
る
。

　

ま
た
、消
費
税
増
税
延
期
に
よ

る
消
費
の
冷
え
込
み
が
先
送
り
さ

れ
た
こ
と
は
、良
か
っ
た
と
思
う
。

　
そ
の
間
に
各
企
業
が
技
術
を
磨

き
、体
力
を
つ
け
な
け
れ
ば
生
き
残

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

鉄
工
業
界
全
体
と
し
て
は
、前

年
同
期
に
比
べ
て
生
産
量
が
減
少

し
て
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

輸
出
関
連
企
業
に
と
っ
て
、中
国

や
新
興
国
の
景
気
減
速
が
大
き
く

影
響
し
て
建
設
機
械
の
需
要
が
低

迷
し
て
い
る
。こ
の
た
め
海
外
向

け
の
部
品
製
造
企
業
は
昨
年
か
ら

落
ち
込
み
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
生
産
体
制
の
再
編
に
よ
り

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。一
方
で
建
材
関
係
の

製
造
企
業
で
は
首
都
圏
を
中
心
に

需
要
が
堅
調
で
あ
る
。

　
国
内
に
お
け
る
東
京
五
輪
に
向

け
た
建
設
需
要
の
拡
大
に
期
待
を

し
て
い
る
が
、英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱

問
題
の
余
波
に
よ
り
東
京
市
場

で
は
円
高
株
安
に
推
移
し
た
。急

速
な
円
高
は
輸
出
企
業
に
と
っ
て

マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、警
戒
感
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
中
国
や
新
興
国
に
お
け
る
景
気

低
迷
が
長
引
き
、先
行
き
見
通
し

が
不
透
明
で
あ
り
、地
元
鉄
工
業

界
は
当
面
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
る
。

 　
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国

や
資
源
国
経
済
の
減
速
な
ど
海
外

経
済
の
不
確
実
性
の
高
ま
り
で
、

中
小
企
業
の
景
況
感
が
悪
化
し
、

総
じ
て
、昨
年
よ
り
受
注
が
低
迷

し
協
力
企
業
な
ど
に
か
な
り
の
影

響
が
出
て
い
る
。

　
企
業
に
よ
っ
て
は
生
産
工
場
の

集
約
な
ど
効
率
化
に
向
け
た
体
制

の
強
化
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

　

建
機
需
要
で
は
北
米
、イ
ン
ド

が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
が
依
然

と
し
て
中
国
の
景
気
低
迷
の
影
響

に
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
等
、世
界
の

建
機
市
場
が
冷
え
込
ん
で
い
る
状

態
で
あ
り
、当
面
、現
状
維
持
が

続
く
と
言
わ
れ
て
お
り
今
後
は
、

東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
新
興
国
で
建

機
需
要
が
増
大
し
て
い
く
か
に
か

か
っ
て
お
り
、新
興
国
の
回
復
が
カ

ギ
を
握
り
そ
う
で
あ
る
。

　

国
内
に
あ
っ
て
は
、全
く
先
行

き
に
つ
い
て
は
見
通
せ
な
い
中
に

あ
っ
て
、こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
国

内
の
経
済
の
推
移
を
慎
重
に
見
極

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
元
建
設
業
界
の
景
気
は「
悪

い
」傾
向
が
依
然
と
続
い
て
い
る
。

　
官
公
庁
に
お
け
る
上
半
期
執
行

率
８
割
程
度
と
い
う
目
標
を
踏
ま

え
、請
負
金
額
の
少
額
化
及
び
発

注
件
数
の
減
少
に
よ
り
、手
持
ち

工
事
が
無
い
業
者
が
増
え
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
本
体
工
事
発
注
も

本
格
化
し
、県
及
び
市
町
か
ら
の

発
注
と
な
る
道
路
、水
路
等
の
付

け
替
え
工
事
に
期
待
し
て
い
る
。

　

県
と
の
意
見
交
換
会
に
は
、工

事
発
注
の
平
準
化
、第
４
四
半
期

で
の
発
注
を
最
大
に
し
て
工
期
設

定
の
緩
和
と
繰
り
越
し
契
約
に
よ

り
、施
工
時
期
設
定
の
改
善
を
要

望
し
て
い
る
。

　
新
幹
線
効
果
で
金
沢
が
観
光
客

で
賑
わ
っ
て
い
る
た
め
、九
谷
焼
も

そ
れ
な
り
に
恩
恵
を
受
け
て
売
上

撚
糸
業
者
は
減
少
傾
向

⑥
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

国
内
消
費
低
迷
と

円
高
進
行
の
影
響
を
懸
念

中
国
・
新
興
国
の

景
気
減
速
が
大
き
く
影
響

⑦
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

⑧
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

⑨
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

北
陸
新
幹
線

本
体
工
事
本
格
化
へ
期
待

⑩
一
般
社
団
法
人
小
松
能
美
建
設
業
協
会

新
幹
線
開
業
の
恩
恵
あ
る
も

職
人
高
齢
化
問
題

⑪
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合



10

が
上
が
っ
て
い
る
状
態
が
続
い
て

い
る
。　

　
一
部
の
企
業
に
上
向
き
の
と
こ

ろ
も
あ
る
が
全
体
的
に
は
低
迷
の

基
調
は
変
っ
て
い
な
い
。

　
以
前
か
ら
課
題
で
あ
っ
た
職
人

の
高
齢
化
問
題
が
い
よ
い
よ
顕
在

化
し
て
お
り
、干
支
の
置
物
や
一
部

の
絵
付
の
柄
が
職
人
不
足
で
生
産

で
き
ず
、受
注
を
断
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
て

お
り
対
策
が
望
ま
れ
る
。

　
最
近
の
業
界
の
景
気
動
向
に
つ

い
て
景
気
減
速
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋

合
意
な
ど
、今
後
へ
の
影
響
が
不

透
明
な
要
素
を
数
多
く
抱
え
込
む

中
、数
量
、売
上
減
の
単
価
高
で
推

移
し
た
。

　
青
果
物
の
流
通
は
異
常
気
象
に

よ
っ
て
供
給
が
安
定
せ
ず
長
期
に

渡
り
堅
調
な
相
場
が
持
続
し
た
。

　
野
菜
は
主
力
品
目
の
生
育
不
良

が
頻
発
し
昨
年
11
月
を
除
き
高
値

相
場
で
、果
実
も
前
進
出
荷
で
産

地
リ
レ
ー
が
順
調
で
き
ず
、数
量

減
の
単
価
高
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

会
員
傘
下
の
組
合
員
数
も
、平
成

27
年
度
に
比
べ
引
き
続
き
減
少
し
、

後
継
者
不
足
な
ど
依
然
と
し
て
、

厳
し
い
環
境
下
で
あ
る
。

　
新
興
国
経
済
の
落
ち
込
み
と
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、円
高
の
影

響
も
あ
り
輸
出
関
連
は
厳
し
い
よ

う
で
あ
る
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
の
国
内
需
要
は
盛
り
上
が
っ

て
き
て
お
り
需
要
は
あ
る
。

　
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
に

よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
の

指
導
・
取
締
り
強
化
に
よ
る
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
が
進
ん
で
い
る
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
高
齢
化
に
よ
る

退
職
、新
免
許
制
度
導
入
に
よ
る

若
年
層
の
取
得
者
減
少
で
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。

人
材
確
保
に
向
け
運
送
会
社
は
労

働
条
件
の
見
直
し
な
ど
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　
北
陸
新
幹
線
開
業
効
果
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
業
や
旅
館
業
の
設
備
改

修
な
ど
の
設
備
投
資
は
継
続
し
行

わ
れ
て
い
る
。ま
た
、同
新
幹
線
延

線
工
事
に
伴
う
住
宅
移
転
新
築
工

事
な
ど
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
重
ね
て
製
造
業
を
中
心
と
し
た
、

省
エ
ネ
補
助
金
を
活
用
し
た
設
備

投
資
な
ど
も
顕
著
で
あ
り
建
設
業

全
般
に
お
い
て
市
況
は
活
発
化
し

て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、大
手
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら

の
孫
請
け
で
は
、工
事
材
料
支
給

に
よ
る
利
潤
減
少
に
加
え
て
労
務

単
価
も
安
く
利
益
は
薄
い
。

　
慢
性
的
な
作
業
員
不
足
の
解
消

を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、活

発
な
市
況
で
の
受
注
を
受
け
る

た
め
に
も
、作
業
員
の
高
齢
化
対

策
・
若
手
の
育
成
や
施
工
体
制
の

見
直
し
な
ど
に
も
精
力
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

 　

全
体
的
に
工
事
の
受
注
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、景
気
回
復
も
見

込
め
な
い
中
、作
業
者
の
確
保
が

困
難
と
い
う
問
題
も
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
。

　

工
事
の
減
少
、後
継
者
不
足
、

技
術
者
の
高
齢
化
、若
年
技
術
者

不
足
な
ど
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
多
く
の
深
刻
な
問
題
を
抱

え
な
が
ら
、将
来
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
の
が
現
況
で
あ
る
。

　
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
と
存
続

に
向
け
て
、市
当
局
か
ら
の
共
同

受
注
工
事
の
確
保
や
新
規
業
務
の

開
拓
、若
年
技
術
者
の
雇
用
と
育

成
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

依
然
、厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。さ
ら
に
来
年
の
新
規
大
型

店
の
開
店
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す

こ
と
の
筆
頭
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
温
泉
地
に
あ
る
組
合
員
を

含
め
、新
幹
線
開
業
1
年
あ
ま
り

に
な
る
が
、効
果
も
少
し
伸
び
悩

ん
で
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

　
常
に
若
年
層
の
魚
離
れ
問
題
が

あ
り
、若
者
層
を
対
象
と
し
た
料

理
教
室
を
秋
に
企
画
し
て
い
る
。

ま
た
、高
齢
化
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
店
づ
く
り
も
今
後
の
問

題
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
近
の
業
界
の
景
気
動
向
に
つ

い
て
は
、昨
年
は
新
幹
線
の
効
果

も
あ
っ
た
が
、本
年
の
４
月
以
降
、

前
年
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
て
お
り
、

７
月
、８
月
も
低
調
と
な
っ
て
い

る
。年
内
に
つ
い
て
も
前
年
を
下

回
る
と
思
わ
れ
る
。

　

平
成
29
年
に
は
、那
谷
寺
開
創

一
千
三
百
年
大
祭
が
行
わ
れ
る
た

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
も

今
後
へ
の
影
響
が
不
透
明

人
材
確
保
に
向
け
て

取
り
組
み
が
必
要

市
況
は
活
発
化
も

作
業
員
不
足
解
消
が
急
務

若
年
技
術
者
の
雇
用
と
育
成

に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
む

若
者
の
魚
離
れ
問
題
に

新
企
画
を
提
案

４
月
以
降
は
昨
年
よ
り

わ
ず
か
に
減
少

⑫
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合
合

⑬
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

⑭
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

⑮
小
松
管
工
事
協
同
組
合

⑯
小
松
魚
商
協
同
組
合

⑰
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
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め
、様
々
な
企
画
を
行
い
た
い
。

　
職
人
の
高
齢
化
や
若
い
世
代
の

後
継
者
が
い
な
い
た
め
、組
合
員

は
減
少
し
て
い
る
。

　
建
具
に
つ
い
て
も
既
製
品
の
利

用
が
増
え
て
建
具
製
品
の
需
要

は
減
少
し
て
い
る
。し
か
し
、リ

フ
ォ
ー
ム
の
際
の
建
具
に
つ
い
て

は
職
人
の
技
術
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、特
殊
な
技
術
を
若
い
職
人

に
伝
承
し
建
具
業
界
を
引
き
継
い

で
も
ら
い
た
い
。

特
殊
技
術
を

若
い
職
人
に
伝
え
る

住
宅
関
係
補
助
金
を
提
案

⑱
小
松
建
具
組
合

⑲
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

委 員 名 　 団 体 名 　 役 職 名
森　 省 学 三日市商店街振興組合 理 事 長
高野　哲郎 八日市商店街振興組合 理 事 長
竹本　佳孝 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
山口　充宏 粟津駅前商交会 会 長
北島　英一 小松織物工業協同組合 事 務 局 長
田村　清克 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
若本　正博 小松絹耀織マーク協同組合 理 事 長
上杉　邦夫 小松鉄工機器協同組合 専 務 理 事
藤 田　　 勝 小松鉄工団地協同組合 専 務 理 事
浅井　竹史 （一社）小松能美建設業協会 専 務 理 事
宮吉　勝茂 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
寺田　英夫 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事 務 局 長
中嶋　敏彦 石川県電気工事工業組合 業 務 課 長
茗荷谷　豊 小松管工事協同組合 代 表 理 事
吉田　博文 小松魚商協同組合 理 事 長
坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事 務 局 長
竹田　忠司 小松建具組合 組 合 長
西田　達夫 小松能美建築組合連合会 会 長

平成28年度 小規模企業振興委員名簿（順不同）

　
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
が
大
幅
に
下

が
っ
た
た
め
新
築
住
宅
へ
の
注
目

が
集
ま
っ
て
お
り
、着
工
戸
数
も
増

え
大
工
不
足
の
地
域
も
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、団
塊
の
世
代
の
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
合
わ
せ
た
リ

フ
ォ
ー
ム
需
要
が
増
え
て
お
り
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
、耐
震
改
修
、省
エ
ネ
、

県
産
材
な
ど
の
補
助
金
で「
か
し
こ

い
リ
フ
ォ
ー
ム
」を
提
案
で
き
る
よ

う
、消
費
者
の
動
向
を
注
視
し
、地

場
の
工
務
店
と
し
て
生
き
残
る
た

め
他
の
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
と
の
差

別
化
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。

企業、お店の経営に関する課題解決を商工会議所がサポートします！
～各分野の専門家（アドバイザー）と当所指導員がお困りごとをお聞きします～

経営に対する専門的な
知識が欲しい
● 経営管理全般
● 店舗管理
● 人事労務など
● 事業を誰かに任せたい

日時　随時受付
概要

企業を再生したい！

● 借入過多
● 返済遅滞
● 販売、受注不振など

新規取引先を探したい

● HPを作りたい
● ITに関するアドバイスが
  欲しい 

経営に関する法律問題を
弁護士に相談したい
● 法律一般
● 廃業・精算など 

金融支援

● 借換や資金繰り
● 無担保・無保証
● 大型店出店対策資金
● 経営安定支援融資

※事前予約が必要です。
　（会員無料、一般5千円）

将来に向けた的確な戦
略を立案しようとする
中小企業を支援するた
め、外部専門家を無料
で（3回）御社へ派遣し
ます。

無料法律相談 各種融資制度

その他お知らせ

合同就職面接会
日時
場所

対象

11月18日（金）
小松商工会議所
13:00 ～ 16:00
平成29年3月大学等卒
業予定者を含む35歳
未満の求職者

その他、各種補助金、助成金に関するご案内、
記帳・税務相談や各種セミナー開催など、様々
な会員向けサービスをご提供しております。

日時

概要

毎週木曜日
13:30 ～ 15:30
おひとり30分間の相
談となります。

目的や条件に合わせて国・
県・市の低利な制度融資や
日本政策金融公庫のマル経
融資（無担保・無保証人）な
どの斡旋・認定を行なって
おります。

参加企業を募集中
詳しくは経営支援課、又は
折込チラシをご覧下さい。

・情報発信と販路拡大をサポートします。
・会員事業所であればザ・ビジネスモール

で簡易的なホームページをすぐに開設で
き信頼性が高まります。

ザ・ビジネスモール

IT専門家による課題解決へのお手伝い

IT 個別相談

石川県よろず支援拠点
小松サテライト
日時　随時受付
概要 経営に関わる諸問題を

コーディネータにサポー
トしていただけます。

経営安定特別相談事業

日時　随時受付
概要 中小企業の倒産を防止するため、商工調停士等の専門家

が適切なアドバイスを行い、再建を図ります。

平成28年度　小松商工会議所支援事業

◆空店舗出店者補助事業
　 小松商店会連盟加盟商店街に新たに出店する事業所
◆６次産業チャレンジ支援事業
　 ６次産業化の活性化を図る商品を開発した事業所
◆新商品・新技術開発支援助成事業
　 新商品開発等を行った事業所
◆利子補給制度
　 一年間の借入利子の10％を補給

事業引継ぎセンター

日時　随時受付
概要 事業承継にともなう各

種ご相談に応じます。

TPP協定特恵関税セミナー
日時
場所

10月4日（火）14:00 ～
こまつビジネス
創造プラザ

～粗利率を上げるための
　　　　　　　近道を教えます～

経営戦略セミナー

日時

場所

10月19日（水）
13:30 ～ 15:30
小松商工会議所

企業ドック制度

※

問い合わせ
小松商工会議所
経営支援課
☎（0761）21・3121



今月のPick Up

　平成15年度梯川を核とした小松のにぎわいづくりと梯川の整備・有効活用について国・県・市へ提言するた
め「全国都市再生モデル調査」事業に取り組んだ中心メンバー・有志で、平成16年以降梯川の豊かな自然や大
切さについて市民の意識・理解を高め、市民活動として梯川の清掃活動等自ら出来るところから始め、活動を
継続することにより、参加者や活動の輪を広げていこうとボランティアで活動してきました。
　年2回実施の清掃活動も回を重ねるごとに参加の輪と本会の活動の趣旨に対する理解が広まり、平成19年4
月に「梯川協議会」として正式に発足。また、平成20年3月より木場潟、前川、鍋谷川、八丁川と同日に開催の「こ
まつ水辺クリーンデー」として、小松の大切な水辺空間の清掃を各地区で市民が参加しての統一清掃デーへと
発展してきています。

小松の河川をキレイに！小松の河川をキレイに！
梯川協議会
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『梯川協議会』について

　9月17日（土）に開催した第26回
梯川ごみ拾いでは、稚松校下町内会
連合会主催の「フローラルこまつin
かけはしがわ 菜の花種まき会」を共
催し、一緒に種まきをしました。

ここに注目！

①「美しい川を守り育てる」②「川に集まり賑わう」③「川に学び触れ合う」を「基本方針」に梯川に人が集まるよ
う、川をきれいにする活動や流域の人々や川を活動の拠点にしている人達、流域の住民や児童・生徒達との交
流、市民レガッタ大会の開催など、川を中心とした事業・活動の展開を推進し・活性化していきます。

第27回「梯川ごみ拾い」… 次回は3月19日（日）に第10回目となる「こまつ水辺クリーンデー」
として木場潟・前川・鍋谷川・八丁川の梯川水系全域で一斉の清掃デー開催を予定してい
ますので、是非参加ご協力お願いします。

『活動内容』について

基本理念

［梯川ごみ拾いエリア］

ひと・まち・自然・歴史が織りなす
ふるさと小松

1

2
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『梯川協議会』について

　9月17日（土）に開催した第26回
梯川ごみ拾いでは、稚松校下町内会
連合会主催の「フローラルこまつin
かけはしがわ 菜の花種まき会」を共
催し、一緒に種まきをしました。

ここに注目！

①「美しい川を守り育てる」②「川に集まり賑わう」③「川に学び触れ合う」を「基本方針」に梯川に人が集まるよ
う、川をきれいにする活動や流域の人々や川を活動の拠点にしている人達、流域の住民や児童・生徒達との交
流、市民レガッタ大会の開催など、川を中心とした事業・活動の展開を推進し・活性化していきます。

第27回「梯川ごみ拾い」… 次回は3月19日（日）に第10回目となる「こまつ水辺クリーンデー」
として木場潟・前川・鍋谷川・八丁川の梯川水系全域で一斉の清掃デー開催を予定してい
ますので、是非参加ご協力お願いします。

『活動内容』について

基本理念
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ひと・まち・自然・歴史が織りなす
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会議所の動き

中小企業相談所小松市施策に対する要望
　
要
望
で
は
、
中
小
零
細
企
業
の
資
金
繰
り
対
策
を
目
的
と
し
た
制
度
金
融
の
拡
充
強
化
を
は
じ
め
北
陸
新
幹

線
の
整
備
促
進
と
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
係
る
加
賀
方
面
へ
の
2
次
・
3
次
交
通
の
充
実
、
小
松
空
港
の
機

能
整
備
と
国
際
化
の
促
進
に
つ
い
て
昨
年
同
様
、
引
き
続
き
要
望
。
又
、
産
業
基
盤
の
整
備
で
は
、
沖
周
辺
土

地
区
画
整
理
地
の
道
路
整
備
や
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備
。
そ
の
他
、
観
光
振
興
対
策
の
推
進
と
し
て
は
、
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
石
の
文
化
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
と
環
境
整
備
・
活
用
を
要
望
し
た
。　
　

　
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

① 

中
小
企
業
対
策
の
推
進

② 

北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進
と
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
係
る

　 

加
賀
方
面
へ
の
二
次
・
三
次
交
通
の
充
実

③ 

小
松
空
港
の
機
能
整
備
と
国
際
化
促
進

④ 

産
業
基
盤
の
整
備

⑤ 

観
光
振
興
対
策
の
推
進

⑥ 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑦ 

環
境
問
題
対
策
の
推
進

⑧ 

雇
用
・
教
育
の
推
進

　
本
所
和
田
衞
会
頭
を
は
じ
め
と
し
た
正
副
会
頭
は
小
松
市（
8
／
30
）に
和
田
愼
司
市
長
・

梅
田
利
和
議
会
議
長
を
訪
問
し
、
平
成
29
年
度
小
松
市
施
策
に
対
し
8
項
目
21
の
要
望
書
を

提
出
し
た
。

8/308/30

平
成
29
年
度
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
書
提
出

講師の山根敏秀氏

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
の
一
極
集
中
、
経
営
者
年
齢
の
高
齢
化
な

ど
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
進
む
中
、
中
小
企
業
の

7
割
が
後
継
者
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
計
画
的
に
事
業
承
継
を
進

め
に
は
利
益
を
確
保
す
る
健
全
な
財
務
体
質
を
整
え
る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
と
と
も
に
、
引
き
渡
す
側
は
承
継
者
へ
従
前
の
や
り
方
を

押
し
付
け
ず
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
る
大
切
さ
を
伝
え
る

こ
と
な
ど
、
事
業
承
継
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
際
の
事
例
や
自
身

の
事
業
引
継
ぎ
時
で
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
。
ま
た
、

専
門
家
と
の
相
談
や
各
種
の
相
談
窓
口
の
活
用
方
法
を
紹
介
し
、

セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た
。

円
滑
な
事
業
承
継
に
向
け
て

　
本
所
で
は
、
税
理
士
法
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
税
理
士

の
山
根
敏
秀
氏
を
講
師
に
迎
え
事
業
承
継
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
事
業
の
承
継
・
引
継
ぎ
の
前
に
こ
れ
か
ら
進

め
る
準
備
や
対
策
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

中小企業相談所臨時議員総会・評議員会 8/248/26
　
腰
高
氏
は
、
営
業
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
多
く
読
ん
で
知
識
は
増
え

て
も
、そ
れ
は
ス
キ
ル
と
は
異
な
り
、現
場
で
は
活
か
す
こ
と
が
難
し
い
。

若
い
時
は
、頭
で
っ
か
ち
に
な
ら
ず
、小
さ
な
成
功
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、

自
信
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
営
業
は
会
社
の
要
で
あ

り
、顧
客
と
の
絆
を
築
く
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

　
自
社
商
品
を
上
手
に
PR
す
る
に
は
、日
頃
か
ら
感
情
表
現
や
自
己
プ
レ

ゼ
ン
を
常
に
意
識
し
つ
つ
、
相
手
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
を
し
や
す
い
よ
う

注
意
を
す
る
な
ど
営
業
に
求
め
ら
れ
る
心
構
え
を
説
明
し
た
。

　
後
半
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
営
業
交
渉
ア
プ
ロ
ー
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
た
。、
受
講
者
か
ら
は「
感
情
、メ
リ
ッ
ト
、
脅
威
、駆
け
引
き
、
譲

歩
の
5
つ
の
交
渉
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」な
ど
営

業
へ
の
ヒ
ン
ト
を
習
得
し
て
い
た

営
業
に
求
め
ら
れ
る
心
構
え
を
学
ぶ
！

　
去
る
8
月
24
日
本
所
に
て
ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈱
腰
高
康
雄
氏
を
招
き
、「
営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

26
名
が
受
講
し
た
。

　
本
所
は「
小
松
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
」を
出
店
し
、Ｊ

Ａ
小
松
市
の「
ト
マ
ト
カ
レ
ー
」、「
竹
の
子
ご
は
ん
」、
お
馴

染
み
の「
小
松
う
ど
ん
」、「
カ
ブ
ッ
キ
ー
大
判
焼
」な
ど
地
元

特
産
品
の
販
売
を
行
い
人
気
を
集
め
た
。

　
8
月
28
日（
日
）コ
マ
ツ
粟
津
工
場
に
て
、
工
場
開
放

デ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ

た
が
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
会
場
に
は
1
万
５

千
人
も
の
来
場
者
が
訪
れ
、
建
設
機
械
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
や
試
乗
会
、
エ
コ
工
作
体
験
、
組
立
工
場
の

見
学
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

8/288/28

コ
マ
ツ
工
場
開
放
デ
ー
に

「
ご
当
地
グ
ル
メ
」！！

会議所の動き

子
ど
も
た
ち
と
釣
り
を
楽
し
む

講師の腰高康雄氏交渉アプローチトレーニングに取組む受講者和田市長へ要望

9/1

那谷寺開創1300年大祭について聴く 尾小屋鉱山資料館にて

　
博
物
館
で
特
別
展『
小
松
の
石
と
文
化
』、
尾
小
屋
鉱
山
資
料
館
で
企
画
展

『
こ
ま
つ
の
珠
玉
』、『
尾
小
屋
マ
イ
ン
ロ
ー
ド
』を
観
覧
し
た
。

　
両
館
で
は
日
本
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
小
松
の『
石
の
文
化
』を
テ
ー
マ
に

古
代
か
ら
現
代
ま
で
多
岐
に
渉
る
分
野
の
資
料
が
展
示
、
多
彩
な
魅
力
を
秘

め
た
石
文
化
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
担
当
者
の
解
説
に
よ
り
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
講
話
で
は
来
年
の
那
谷
寺
開
創
1
3
0
0
年
大
祭
に
向
け
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。「
こ
の
大
祭
は
那
谷
寺
単
体
の
祭
り
で
は
な

く
地
域
全
体
の
祭
り
で
あ
る
。
再
来
年
は
粟
津
温
泉
開
湯
1
3
0
0
年
で
あ

り『
石
文
化
』と
も
つ
な
げ
那
谷
寺
を
舞
台
に
地
域
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
話
し
た
。

こ
ま
つ
の『
石
の
文
化
』に
つ
い
て
考
察
・

『
那
谷
寺
開
創
1
3
0
0
年
大
祭
』に
つ
い
て
聴
く

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
山
本
政
弘
）は
、
小
松
市
の
石

文
化
へ
の
理
解
と
推
進
の
た
め
小
松
市
内
の
施
設
2
か
所
を
視
察
し

た
。
ま
た
、
那
谷
寺
副
住
職
の
木
崎
馨
雄
氏
と
那
谷
寺
1
3
0
0
年

祭
実
行
委
員
長
の
吉
村
範
明
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え『
那
谷
寺
開
創

1
3
0
0
年
大
祭
に
む
け
て
』と
題
し
て
講
話
を
頂
い
た
。

コマツ工場開放デー青年部観光文化委員会9/3～
10/1

岩本社長　経営者講話 谷口則彦氏

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
ズ
合
同
会
社
の
谷
口
則

彦
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め
、
創
業
時
に
必
要
な
諸
手
続

き
を
は
じ
め
、
会
計
・
税
務
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
活
用
及
び
開
業
時
の
資
金
計
画
と
資
金
調
達
、
事
業
計
画
書
作
成

の
ポ
イ
ン
ト
等
を
各
分
野
の
専
門
家
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
北
陸

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
小
松
市
、
本
所
職
員
が
説
明
し
た
。

　
9
月
17
日
に
は
、
本
所
評
議
員
の
㈱
岩
本
鉄
工
所
の
岩
本
社
長
ら

が
講
演
し
、
経
営
理
念
や
行
動
指
針
の
重
要
性
、
自
己
研
鑽
の
継
続

な
ど
事
業
を
営
む
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
自
身
の
経

験
を
交
え
て
講
話
し
た
。

創
業
に
向
け
て
実
践
的
に
学
ぶ

　
本
所
で
は
創
業
塾
を
5
日
間
コ
ー
ス
で
開
講
し
、
起
業
を

目
指
す
方
、
創
業
後
間
も
な
い
方
な
ど
14
名
が
創
業
に
関
す

る
基
本
知
識
や
心
構
え
、
事
業
計
画
作
成
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

かき氷のふるまい

　
今
回
の
親
子
釣
り
教
室
は
15
回
目
で
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
協

力
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
に
な
る
。

　
当
日
は
朝
か
ら
前
川
排
水
機
場
に
て
石
川
県
釣
り
団
体
協

議
会
の
指
導
の
も
と
子
ど
も
た
ち
の
釣
り
を
手
伝
う
傍
ら
、Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
釣
り
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
釣
り
を
楽
し
ん

だ
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
に
か
き
氷
を
ふ
る
ま
っ
た
。

　
親
子
釣
り
教
室
終
了
後
は
、
参
加
し
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
前
川
排
水
機
場
の
視
察
見
学
を
行
い
、
前
川
排
水
機
場
の

経
緯
と
施
設
機
能
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
松
山
典
裕
）は

石
川
県
釣
り
団
体
協
議
会
主
催
の
親
子
釣
り
教
室
を
協

賛
し
、
当
日
の
運
営
に
協
力
し
た
。

　
岡
田
副
会
頭
挨
拶
後
の
議
案
審
議
で
は
、
本
所
議
員
選
挙
に
関

す
る
案
件
や
本
所
顧
問
・
参
与
の
委
嘱
に
関
す
る
案
件（
議
案
第

12
〜
17
号
）が
審
議
・
承
認
さ
れ
た
。

　
他
、
報
告
事
項
で
は
中
小
企
業
対
策
や
北
陸
新
幹
線
、
小
松
空

港
に
関
す
る
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
、
平
成
29
年
度
石
川
県
・
小
松

市
施
策
に
対
す
る
要
望
や
会
員
入
脱
会
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
平
成
29
年
度
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
８

月
30
日（
火
）に
本
所
正
副
会
頭
、
専
務
、
常
務
が
小
松
市
長
に

手
渡
し
た
。

臨
時
議
員
総
会・評
議
員
会

　
本
所
で
は
、臨
時
議
員
総
会
・
評
議
員
会
が
本
所
大
ホ
ー

ル
に
て
議
員
・
評
議
員
ら
68
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、

本
所
議
員
選
挙
に
関
す
る
案
件
等
、
計
６
案
件
の
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
た
。

岡田副会頭挨拶

創業塾

14



会議所の動き

中小企業相談所小松市施策に対する要望
　
要
望
で
は
、
中
小
零
細
企
業
の
資
金
繰
り
対
策
を
目
的
と
し
た
制
度
金
融
の
拡
充
強
化
を
は
じ
め
北
陸
新
幹

線
の
整
備
促
進
と
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
係
る
加
賀
方
面
へ
の
2
次
・
3
次
交
通
の
充
実
、
小
松
空
港
の
機

能
整
備
と
国
際
化
の
促
進
に
つ
い
て
昨
年
同
様
、
引
き
続
き
要
望
。
又
、
産
業
基
盤
の
整
備
で
は
、
沖
周
辺
土

地
区
画
整
理
地
の
道
路
整
備
や
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備
。
そ
の
他
、
観
光
振
興
対
策
の
推
進
と
し
て
は
、
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
石
の
文
化
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
と
環
境
整
備
・
活
用
を
要
望
し
た
。　
　

　
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

① 

中
小
企
業
対
策
の
推
進

② 

北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進
と
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
係
る

　 

加
賀
方
面
へ
の
二
次
・
三
次
交
通
の
充
実

③ 

小
松
空
港
の
機
能
整
備
と
国
際
化
促
進

④ 

産
業
基
盤
の
整
備

⑤ 

観
光
振
興
対
策
の
推
進

⑥ 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑦ 

環
境
問
題
対
策
の
推
進

⑧ 

雇
用
・
教
育
の
推
進

　
本
所
和
田
衞
会
頭
を
は
じ
め
と
し
た
正
副
会
頭
は
小
松
市（
8
／
30
）に
和
田
愼
司
市
長
・

梅
田
利
和
議
会
議
長
を
訪
問
し
、
平
成
29
年
度
小
松
市
施
策
に
対
し
8
項
目
21
の
要
望
書
を

提
出
し
た
。

8/308/30

平
成
29
年
度
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
書
提
出

講師の山根敏秀氏

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
の
一
極
集
中
、
経
営
者
年
齢
の
高
齢
化
な

ど
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
進
む
中
、
中
小
企
業
の

7
割
が
後
継
者
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
計
画
的
に
事
業
承
継
を
進

め
に
は
利
益
を
確
保
す
る
健
全
な
財
務
体
質
を
整
え
る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
と
と
も
に
、
引
き
渡
す
側
は
承
継
者
へ
従
前
の
や
り
方
を

押
し
付
け
ず
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
る
大
切
さ
を
伝
え
る

こ
と
な
ど
、
事
業
承
継
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
際
の
事
例
や
自
身

の
事
業
引
継
ぎ
時
で
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
。
ま
た
、

専
門
家
と
の
相
談
や
各
種
の
相
談
窓
口
の
活
用
方
法
を
紹
介
し
、

セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た
。

円
滑
な
事
業
承
継
に
向
け
て

　
本
所
で
は
、
税
理
士
法
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
税
理
士

の
山
根
敏
秀
氏
を
講
師
に
迎
え
事
業
承
継
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
事
業
の
承
継
・
引
継
ぎ
の
前
に
こ
れ
か
ら
進

め
る
準
備
や
対
策
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

中小企業相談所臨時議員総会・評議員会 8/248/26
　
腰
高
氏
は
、
営
業
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
多
く
読
ん
で
知
識
は
増
え

て
も
、そ
れ
は
ス
キ
ル
と
は
異
な
り
、現
場
で
は
活
か
す
こ
と
が
難
し
い
。

若
い
時
は
、頭
で
っ
か
ち
に
な
ら
ず
、小
さ
な
成
功
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、

自
信
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
営
業
は
会
社
の
要
で
あ

り
、顧
客
と
の
絆
を
築
く
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

　
自
社
商
品
を
上
手
に
PR
す
る
に
は
、日
頃
か
ら
感
情
表
現
や
自
己
プ
レ

ゼ
ン
を
常
に
意
識
し
つ
つ
、
相
手
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
を
し
や
す
い
よ
う

注
意
を
す
る
な
ど
営
業
に
求
め
ら
れ
る
心
構
え
を
説
明
し
た
。

　
後
半
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
営
業
交
渉
ア
プ
ロ
ー
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
た
。、
受
講
者
か
ら
は「
感
情
、メ
リ
ッ
ト
、
脅
威
、駆
け
引
き
、
譲

歩
の
5
つ
の
交
渉
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」な
ど
営

業
へ
の
ヒ
ン
ト
を
習
得
し
て
い
た

営
業
に
求
め
ら
れ
る
心
構
え
を
学
ぶ
！

　
去
る
8
月
24
日
本
所
に
て
ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈱
腰
高
康
雄
氏
を
招
き
、「
営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

26
名
が
受
講
し
た
。

　
本
所
は「
小
松
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
」を
出
店
し
、Ｊ

Ａ
小
松
市
の「
ト
マ
ト
カ
レ
ー
」、「
竹
の
子
ご
は
ん
」、
お
馴

染
み
の「
小
松
う
ど
ん
」、「
カ
ブ
ッ
キ
ー
大
判
焼
」な
ど
地
元

特
産
品
の
販
売
を
行
い
人
気
を
集
め
た
。

　
8
月
28
日（
日
）コ
マ
ツ
粟
津
工
場
に
て
、
工
場
開
放

デ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ

た
が
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
会
場
に
は
1
万
５

千
人
も
の
来
場
者
が
訪
れ
、
建
設
機
械
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
や
試
乗
会
、
エ
コ
工
作
体
験
、
組
立
工
場
の

見
学
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

8/288/28

コ
マ
ツ
工
場
開
放
デ
ー
に

「
ご
当
地
グ
ル
メ
」！！

会議所の動き

子
ど
も
た
ち
と
釣
り
を
楽
し
む

講師の腰高康雄氏交渉アプローチトレーニングに取組む受講者和田市長へ要望

9/1

那谷寺開創1300年大祭について聴く 尾小屋鉱山資料館にて

　
博
物
館
で
特
別
展『
小
松
の
石
と
文
化
』、
尾
小
屋
鉱
山
資
料
館
で
企
画
展

『
こ
ま
つ
の
珠
玉
』、『
尾
小
屋
マ
イ
ン
ロ
ー
ド
』を
観
覧
し
た
。

　
両
館
で
は
日
本
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
小
松
の『
石
の
文
化
』を
テ
ー
マ
に

古
代
か
ら
現
代
ま
で
多
岐
に
渉
る
分
野
の
資
料
が
展
示
、
多
彩
な
魅
力
を
秘

め
た
石
文
化
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
担
当
者
の
解
説
に
よ
り
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
講
話
で
は
来
年
の
那
谷
寺
開
創
1
3
0
0
年
大
祭
に
向
け
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。「
こ
の
大
祭
は
那
谷
寺
単
体
の
祭
り
で
は
な

く
地
域
全
体
の
祭
り
で
あ
る
。
再
来
年
は
粟
津
温
泉
開
湯
1
3
0
0
年
で
あ

り『
石
文
化
』と
も
つ
な
げ
那
谷
寺
を
舞
台
に
地
域
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
話
し
た
。

こ
ま
つ
の『
石
の
文
化
』に
つ
い
て
考
察
・

『
那
谷
寺
開
創
1
3
0
0
年
大
祭
』に
つ
い
て
聴
く

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
山
本
政
弘
）は
、
小
松
市
の
石

文
化
へ
の
理
解
と
推
進
の
た
め
小
松
市
内
の
施
設
2
か
所
を
視
察
し

た
。
ま
た
、
那
谷
寺
副
住
職
の
木
崎
馨
雄
氏
と
那
谷
寺
1
3
0
0
年

祭
実
行
委
員
長
の
吉
村
範
明
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え『
那
谷
寺
開
創

1
3
0
0
年
大
祭
に
む
け
て
』と
題
し
て
講
話
を
頂
い
た
。

コマツ工場開放デー青年部観光文化委員会9/3～
10/1

岩本社長　経営者講話 谷口則彦氏

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
ズ
合
同
会
社
の
谷
口
則

彦
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め
、
創
業
時
に
必
要
な
諸
手
続

き
を
は
じ
め
、
会
計
・
税
務
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
活
用
及
び
開
業
時
の
資
金
計
画
と
資
金
調
達
、
事
業
計
画
書
作
成

の
ポ
イ
ン
ト
等
を
各
分
野
の
専
門
家
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
北
陸

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
小
松
市
、
本
所
職
員
が
説
明
し
た
。

　
9
月
17
日
に
は
、
本
所
評
議
員
の
㈱
岩
本
鉄
工
所
の
岩
本
社
長
ら

が
講
演
し
、
経
営
理
念
や
行
動
指
針
の
重
要
性
、
自
己
研
鑽
の
継
続

な
ど
事
業
を
営
む
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
自
身
の
経

験
を
交
え
て
講
話
し
た
。

創
業
に
向
け
て
実
践
的
に
学
ぶ

　
本
所
で
は
創
業
塾
を
5
日
間
コ
ー
ス
で
開
講
し
、
起
業
を

目
指
す
方
、
創
業
後
間
も
な
い
方
な
ど
14
名
が
創
業
に
関
す

る
基
本
知
識
や
心
構
え
、
事
業
計
画
作
成
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

かき氷のふるまい

　
今
回
の
親
子
釣
り
教
室
は
15
回
目
で
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
協

力
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
に
な
る
。

　
当
日
は
朝
か
ら
前
川
排
水
機
場
に
て
石
川
県
釣
り
団
体
協

議
会
の
指
導
の
も
と
子
ど
も
た
ち
の
釣
り
を
手
伝
う
傍
ら
、Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
釣
り
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
釣
り
を
楽
し
ん

だ
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
に
か
き
氷
を
ふ
る
ま
っ
た
。

　
親
子
釣
り
教
室
終
了
後
は
、
参
加
し
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

が
前
川
排
水
機
場
の
視
察
見
学
を
行
い
、
前
川
排
水
機
場
の

経
緯
と
施
設
機
能
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
松
山
典
裕
）は

石
川
県
釣
り
団
体
協
議
会
主
催
の
親
子
釣
り
教
室
を
協

賛
し
、
当
日
の
運
営
に
協
力
し
た
。

　
岡
田
副
会
頭
挨
拶
後
の
議
案
審
議
で
は
、
本
所
議
員
選
挙
に
関

す
る
案
件
や
本
所
顧
問
・
参
与
の
委
嘱
に
関
す
る
案
件（
議
案
第

12
〜
17
号
）が
審
議
・
承
認
さ
れ
た
。

　
他
、
報
告
事
項
で
は
中
小
企
業
対
策
や
北
陸
新
幹
線
、
小
松
空

港
に
関
す
る
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
、
平
成
29
年
度
石
川
県
・
小
松

市
施
策
に
対
す
る
要
望
や
会
員
入
脱
会
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
平
成
29
年
度
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
８

月
30
日（
火
）に
本
所
正
副
会
頭
、
専
務
、
常
務
が
小
松
市
長
に

手
渡
し
た
。

臨
時
議
員
総
会・評
議
員
会

　
本
所
で
は
、臨
時
議
員
総
会
・
評
議
員
会
が
本
所
大
ホ
ー

ル
に
て
議
員
・
評
議
員
ら
68
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、

本
所
議
員
選
挙
に
関
す
る
案
件
等
、
計
６
案
件
の
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
た
。

岡田副会頭挨拶

創業塾

小松商工会議所 2016.1015



会議所の動き

小規模企業振興委員連絡会 9/15
　
連
絡
会
で
は
、
谷
内
課
長
よ
り
最
近
の
北
陸
管
内
の
経
済
情
勢
に
つ
い

て
指
標
を
も
と
に
説
明
を
受
け
た
。

　
平
成
28
年
８
月
の
北
陸
経
済
調
査
で
は
、
管
内
の
経
済
動
向
は「
一
部
に

弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
回
復
し
て
い
る
。」と
し
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
各
種
政
策

の
効
果
も
あ
っ
て
、
着
実
に
回
復
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
海

外
景
気
の
下
振
れ
な
ど
が
景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
動
向
に
留
意
が
必
要
。
北
陸
地
域
に
お
け
る
人
材
不
足
に

伴
う
企
業
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
。と
し
て
お
り
、個
人
消
費
や
住
宅
建
設
、

公
共
事
業
や
生
産
に
つ
い
て
指
数
を
示
し
説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

業
況
報
告（
詳
細
は
会
報
Ｐ
8
〜
11
）を
行
っ
た
。

北
陸
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
9
月
15
日
、
本
所
で
は
北
陸
財
務
局
経
済
調
査
課
長
の
谷
内

松
彦
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を

開
催
し
た
。

中小企業対策委員会中小企業等経営強化法説明研修会 9/59/6

天
女
の
羽
衣 

天
池
合
繊
㈱
を
視
察

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
藤
井
寛
治
）で
は
、

去
る
９
月
５
日（
月
）七
尾
市
の
天
池
合
繊
㈱
を
視
察
し
た
。

簿記３級講座

　
講
座
で
は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分
け
と
い
っ
た
簿
記
の
基
礎

か
ら
、
決
算
整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成
ま
で
を
学
び
、
日
商
簿
記

３
級
合
格
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事
務

に
必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む
力
、
基

礎
的
な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ
ス
ト

感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
20
日
間
と
い
う
長
期
間

の
講
座
で
は
あ
る
が
、
皆
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。

　
第
１
部
の
説
明
と
し
て
野
村
祥
治
氏
は
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法

の
制
度
概
要
や「
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
」に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
第
２
部
の
研
修
会
と
し
て
、
久
田
高
志
氏
は「
誰
で
も
で
き

る
！
経
営
力
向
上
計
画
の
作
り
方
」と
題
し
て
、
具
体
的
な
申
請
書
の
書

き
方
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　
久
田
氏
か
ら「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」や「
経
営
力
向
上
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」が
重
要
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
、
ま
た「
作
成
方
法
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
小
松
に
相
談
に
来
て

欲
し
い
」と
話
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
閉
じ
た
。

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
糸
崎
佳
一
氏
を
迎

え
、
経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う
一
度
基
礎
を
勉
強
し
た

い
方
、
簿
記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に
９
月
９
日
か
ら

11
月
16
日
ま
で
の
全
20
日
間
の
日
程
で
簿
記
講
座（
日
商
３
級
）

を
開
催
中
で
あ
る
。

9/9～11/169/10

講師の糸崎佳一氏

日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

会議所の動き

講師の久田高志氏 講師の野村祥治氏

「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
／
説
明・研
修
会
」の
開
催

　
本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
去
る
９
月
６
日（
火
）に
本
所

に
て
中
部
経
済
産
業
局
産
業
課
長
補
佐
野
村
祥
治
氏
、
石
川
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
小
松
サ
テ
ラ
イ
ト
久
田
高
志
氏
を
招
き
、
平

成
28
年
7
月
施
行
さ
れ
た「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」の
説

明
・
研
修
会
を
実
施
、
19
名
が
受
講
し
た
。

天女の羽衣スカーフを説明する天池社長

　
今
大
会
は
、
石
川
・
富
山
・
新
潟
・
長
野
の
４
県
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
大
会
で
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
含
め

１
，
４
１
７
名
が
参
加
登
録
し
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
７

名
が
参
加
し
た
。

　
大
会
当
日
は
記
念
式
典
と
物
産
展
、
大
懇
親
会
に
参
加

し
、
記
念
式
典
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
旗
伝
達
式
も
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
大
懇
親
会
で
は
、
平
成
29
年
９
月
22
〜
24
日
開
催

で
七
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
管
の
第
１
５
回
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
Ｐ
Ｒ
に
、
参
加
し
た
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
一
同

が
協
力
し
た
。

　
次
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
平
成
29
年
９
月
15
〜
17
日

に
新
潟
県
燕
市
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
松
山
典
裕
）は
、

富
山
県
富
山
市
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
36
回

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
富
山
大
会
に
参
加
し
た
。

大懇親会でPR

富
山
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
Ｐ
Ｒ

●
送
付
日
　
毎
月
１
回

　（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

●
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
　

　
A
４・B
5（
基
準
サ
イ
ズ
）

●
利
用
料
金

　
４
1
，1
6
０
円（
税
込
）

●
送
付
先

　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官
公
　
庁・

　
団
体
、全
国
の
商
工
　
会
議
所
な
ど

●
発
行
部
数

　
毎
月
約
３
，4
０
０
部

●
申
込
締
切

　
送
付
希
望
月
の
前
月
１０
日

小
松
商
工
会
議
所
会
報

チ
ラ
シ
同
封

   

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

●
納
品
期
日

　
同
封
す
る
チ
ラ
シ
は
本
所
指
定
業
者
へ

　
毎
月
20
日
ま
で
に
納
品
し
て
く
だ
さ

　
い
。

●
申
込
方
法
　

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
の

　
で
、　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
財
政
課
　

　
☎
0
7
6
1
・
21
・
３
１
２
１

　
主
力
商
品
は『
天
女
の
羽
衣
』と
い
う
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
オ
ー
ガ
ン

ジ
ー
の
生
地
で
、
毛
髪
の
五
分
の
一
と
い
う
極
細
糸
を
使
っ
て
織
り
上

げ
、
他
社
で
は
ま
ね
の
出
来
な
い
高
い
技
術
で
希
少
な
生
地
を
生
み

出
し「
世
界
一
軽
く
て
薄
い
生
地
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
売
り
込

ん
で
い
る
。
海
外
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
直
接
取
引
し
、
パ
リ
コ
レ
に

も
常
に
採
用
さ
れ
、
パ
リ
オ
ペ
ラ
座
に
も
採
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
実
際
に
製
品
に
触
れ
る
と
優
し
い
感
触
と
軽
さ
に
驚
い

て
い
た
。

　
天
女
の
羽
衣
ス
カ
ー
フ
や
、
同
素
材
で
の
男
性
用
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
は
百
貨
店
三
越
伊
勢

丹
を
主
力
に
日
本
全
国
へ
販
売
展
開
中
で
、
加
賀
友
禅
の
作
家
や
装
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
の

引
き
合
い
が
あ
り
、
コ
ラ
ボ
商
品
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

青年部

梯川協議会 9/17

和田市長もごみ拾いに駆けつける！ 菜の花の種まき ゲスト 谷内松彦氏

　
今
回
の
ご
み
拾
い
は
、
梯
川
沿
川
の
前
川
排
水
機
場
か
ら
中
海
大

橋
ま
で
の
10
．１
㎞
を
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
。
沿
川
の
小
中

学
校
や
高
校
、
町
内
会
や
企
業
・
団
体
等
か
ら
の
参
加
を
頂
き
、
参

加
者
は
朝
７
時
か
ら
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
た
。
ご
み
の
収
集
・
運

搬
に
つ
い
て
は
、
小
松
能
美
建
設
業
協
会
に
協
力
を
頂
い
た
。

　
ご
み
拾
い
の
後
は
、
稚
松
校
下
町
内
会
連
合
会
主
催（
梯
川
協
議

会
共
催
）の「
フ
ロ
ー
ラ
ル
こ
ま
つ
in 

梯
川 

菜
の
花
種
ま
き
会
」を

実
施
し
た
。
場
所
は
梯
川
の
JR
鉄
橋
、
上
流
左
岸
の
河
川
敷
。
ご
み

拾
い
参
加
者
に
協
力
を
頂
き
、
菜
の
花
の
種
を
ま
い
た
。

　
次
回
梯
川
ご
み
拾
い
は
、
平
成
29
年
３
月
19
日
㈰
に「
こ
ま
つ
水

辺
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」と
し
て
開
催
予
定
。

第
２６
回
梯
川
ご
み
拾
い・菜
の
花
種
ま
き
会

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
松
島
英
治
）は
、
今
回
で
26
回
目

を
迎
え
る
梯
川
ご
み
拾
い
を
実
施
し
、
当
日
は
９
６
０
名

が
参
加
し
た
。

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る
際

に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品
や
商
品
、

セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の
P
R
チ
ラ
シ
を

会
報
に
同
封
し
て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ
同

封
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

PR!!
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れ
る
も
の
の
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。
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れ
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す
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に
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を
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し
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た
。

　
そ
の
後
、
各
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取
り
巻
く
環
境
変
化
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
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て

業
況
報
告（
詳
細
は
会
報
Ｐ
8
〜
11
）を
行
っ
た
。

北
陸
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
9
月
15
日
、
本
所
で
は
北
陸
財
務
局
経
済
調
査
課
長
の
谷
内

松
彦
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を

開
催
し
た
。

中小企業対策委員会中小企業等経営強化法説明研修会 9/59/6

天
女
の
羽
衣 

天
池
合
繊
㈱
を
視
察

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
藤
井
寛
治
）で
は
、

去
る
９
月
５
日（
月
）七
尾
市
の
天
池
合
繊
㈱
を
視
察
し
た
。

簿記３級講座

　
講
座
で
は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分
け
と
い
っ
た
簿
記
の
基
礎

か
ら
、
決
算
整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成
ま
で
を
学
び
、
日
商
簿
記

３
級
合
格
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事
務

に
必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む
力
、
基

礎
的
な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ
ス
ト

感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
20
日
間
と
い
う
長
期
間

の
講
座
で
は
あ
る
が
、
皆
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。

　
第
１
部
の
説
明
と
し
て
野
村
祥
治
氏
は
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法

の
制
度
概
要
や「
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
」に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
第
２
部
の
研
修
会
と
し
て
、
久
田
高
志
氏
は「
誰
で
も
で
き

る
！
経
営
力
向
上
計
画
の
作
り
方
」と
題
し
て
、
具
体
的
な
申
請
書
の
書

き
方
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　
久
田
氏
か
ら「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」や「
経
営
力
向
上
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」が
重
要
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
、
ま
た「
作
成
方
法
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
小
松
に
相
談
に
来
て

欲
し
い
」と
話
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
閉
じ
た
。

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
糸
崎
佳
一
氏
を
迎

え
、
経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う
一
度
基
礎
を
勉
強
し
た

い
方
、
簿
記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に
９
月
９
日
か
ら

11
月
16
日
ま
で
の
全
20
日
間
の
日
程
で
簿
記
講
座（
日
商
３
級
）

を
開
催
中
で
あ
る
。

9/9～11/169/10

講師の糸崎佳一氏

日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

会議所の動き

講師の久田高志氏 講師の野村祥治氏

「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
／
説
明・研
修
会
」の
開
催

　
本
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
去
る
９
月
６
日（
火
）に
本
所

に
て
中
部
経
済
産
業
局
産
業
課
長
補
佐
野
村
祥
治
氏
、
石
川
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
小
松
サ
テ
ラ
イ
ト
久
田
高
志
氏
を
招
き
、
平

成
28
年
7
月
施
行
さ
れ
た「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」の
説

明
・
研
修
会
を
実
施
、
19
名
が
受
講
し
た
。

天女の羽衣スカーフを説明する天池社長

　
今
大
会
は
、
石
川
・
富
山
・
新
潟
・
長
野
の
４
県
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
大
会
で
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
含
め

１
，
４
１
７
名
が
参
加
登
録
し
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
７

名
が
参
加
し
た
。

　
大
会
当
日
は
記
念
式
典
と
物
産
展
、
大
懇
親
会
に
参
加

し
、
記
念
式
典
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
旗
伝
達
式
も
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
大
懇
親
会
で
は
、
平
成
29
年
９
月
22
〜
24
日
開
催

で
七
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
管
の
第
１
５
回
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
Ｐ
Ｒ
に
、
参
加
し
た
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
一
同

が
協
力
し
た
。

　
次
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
平
成
29
年
９
月
15
〜
17
日

に
新
潟
県
燕
市
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
本
所
青
年
部（
以
下
Ｙ
Ｅ
Ｇ
　
会
長
：
松
山
典
裕
）は
、

富
山
県
富
山
市
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
36
回

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
富
山
大
会
に
参
加
し
た
。

大懇親会でPR

富
山
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
Ｐ
Ｒ

●
送
付
日
　
毎
月
１
回

　（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

●
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
　

　
A
４・B
5（
基
準
サ
イ
ズ
）

●
利
用
料
金

　
４
1
，1
6
０
円（
税
込
）

●
送
付
先

　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官
公
　
庁・

　
団
体
、全
国
の
商
工
　
会
議
所
な
ど

●
発
行
部
数

　
毎
月
約
３
，4
０
０
部

●
申
込
締
切

　
送
付
希
望
月
の
前
月
１０
日

小
松
商
工
会
議
所
会
報

チ
ラ
シ
同
封

   

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

●
納
品
期
日

　
同
封
す
る
チ
ラ
シ
は
本
所
指
定
業
者
へ

　
毎
月
20
日
ま
で
に
納
品
し
て
く
だ
さ

　
い
。

●
申
込
方
法
　

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
の

　
で
、　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
財
政
課
　

　
☎
0
7
6
1
・
21
・
３
１
２
１

　
主
力
商
品
は『
天
女
の
羽
衣
』と
い
う
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
オ
ー
ガ
ン

ジ
ー
の
生
地
で
、
毛
髪
の
五
分
の
一
と
い
う
極
細
糸
を
使
っ
て
織
り
上

げ
、
他
社
で
は
ま
ね
の
出
来
な
い
高
い
技
術
で
希
少
な
生
地
を
生
み

出
し「
世
界
一
軽
く
て
薄
い
生
地
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
売
り
込

ん
で
い
る
。
海
外
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
直
接
取
引
し
、
パ
リ
コ
レ
に

も
常
に
採
用
さ
れ
、
パ
リ
オ
ペ
ラ
座
に
も
採
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
実
際
に
製
品
に
触
れ
る
と
優
し
い
感
触
と
軽
さ
に
驚
い

て
い
た
。

　
天
女
の
羽
衣
ス
カ
ー
フ
や
、
同
素
材
で
の
男
性
用
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
は
百
貨
店
三
越
伊
勢

丹
を
主
力
に
日
本
全
国
へ
販
売
展
開
中
で
、
加
賀
友
禅
の
作
家
や
装
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
の

引
き
合
い
が
あ
り
、
コ
ラ
ボ
商
品
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

青年部

梯川協議会 9/17

和田市長もごみ拾いに駆けつける！ 菜の花の種まき ゲスト 谷内松彦氏

　
今
回
の
ご
み
拾
い
は
、
梯
川
沿
川
の
前
川
排
水
機
場
か
ら
中
海
大

橋
ま
で
の
10
．１
㎞
を
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
。
沿
川
の
小
中

学
校
や
高
校
、
町
内
会
や
企
業
・
団
体
等
か
ら
の
参
加
を
頂
き
、
参

加
者
は
朝
７
時
か
ら
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
た
。
ご
み
の
収
集
・
運

搬
に
つ
い
て
は
、
小
松
能
美
建
設
業
協
会
に
協
力
を
頂
い
た
。

　
ご
み
拾
い
の
後
は
、
稚
松
校
下
町
内
会
連
合
会
主
催（
梯
川
協
議

会
共
催
）の「
フ
ロ
ー
ラ
ル
こ
ま
つ
in 

梯
川 

菜
の
花
種
ま
き
会
」を

実
施
し
た
。
場
所
は
梯
川
の
JR
鉄
橋
、
上
流
左
岸
の
河
川
敷
。
ご
み

拾
い
参
加
者
に
協
力
を
頂
き
、
菜
の
花
の
種
を
ま
い
た
。

　
次
回
梯
川
ご
み
拾
い
は
、
平
成
29
年
３
月
19
日
㈰
に「
こ
ま
つ
水

辺
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」と
し
て
開
催
予
定
。

第
２６
回
梯
川
ご
み
拾
い・菜
の
花
種
ま
き
会

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
松
島
英
治
）は
、
今
回
で
26
回
目

を
迎
え
る
梯
川
ご
み
拾
い
を
実
施
し
、
当
日
は
９
６
０
名

が
参
加
し
た
。

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る
際

に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品
や
商
品
、

セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の
P
R
チ
ラ
シ
を

会
報
に
同
封
し
て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ
同

封
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

PR!!

小松商工会議所 2016.1017



　
平
成
28
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
B
a
r「
あ
ん
じ
ゅ
」。
店
長
の

加
藤
さ
ん
は
O
L
を
４
年
間
経
験

し
、
そ
の
後
、
も
っ
と
人
と
の
出

会
い
や
繋
が
り
が
も
て
る
仕
事
が

し
た
い
と
の
熱
い
想
い
か
ら
、
飲

会員事業所紹介

店長 加藤里夏

コ
ン
セ
プ
ト
は

　「誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

　
　
　
　ワ
イ
ン
と
生
ハ
ム
の
お
店
」

小松市本折町33
APA小松グランドホテルB1F-6
0761-２２-６００８
21:00～25:00
(6名以上の場合19:00より可)
毎週日曜日、第１木曜日

■所在地

■TEL
■営業時間

■定休日

食
業
に
従
事
し
こ
の
春
の
オ
ー
プ

ン
に
至
り
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
は

地
中
海
料
理「
夢
屯
」の
寺
本
都
芳

氏
。
寺
本
氏
の
こ
だ
わ
り
も
あ
り
、

季
節
に
応
じ
た
日
替
わ
り
の
付
き

出
し
が
お
客
様
か
ら
大
人
気
と
か
。

　
当
店
の
お
薦
め
は
、
各
種
ワ
イ

ン
等
に
合
う
生
ハ
ム
盛
り
合
わ
せ
。

他
に
も
、
女
性
の
お
客
様
か
ら
は

パ
ス
タ
料
理
が
好
評
で
す
。
お
手

軽
な
コ
ー
ス
料
理
付
き
で
２
時
間

5,
0
0
0
円
呑
み
放
題
プ
ラ
ン
も

評
判
が
良
く
、「
１
次
会
で
も
２
次

会
で
も
、
型
に
は
め
ず
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
な
お
店
に
し
て
い
き

会員事業所紹介

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

ラ
イ
バ
ル
の
こ
と
を

　
　
　ど
れ
く
ら
い
調
べ
た
か

　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
ヒ
ッ
ト
商
品
開

発
の
相
談
に
乗
る
と
、
残
念
な
が
ら「
ま

た
か
」と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

１
つ
が「
想
定
さ
れ
る
競
争
相
手（
ラ
イ

バ
ル
）の
こ
と
を
き
ち
ん
と
調
べ
て
い
な

い
」で
す
。
商
品
に
地
域
の
特
徴
を
盛
り

込
め
ば
そ
れ
だ
け
で
付
加
価
値
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
で
す
。

　
あ
る
地
方
で
、
古
く
か
ら
そ
の
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
養
蜂
業
を
ベ
ー
ス
に

ハ
チ
ミ
ツ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
い
と
相

談
を
受
け
ま
し
た
。
国
産
の
ハ
チ
ミ
ツ

は
中
国
産
や
南
米
産
に
比
べ
る
と
高
価

で
、
市
場
価
格
は
何
倍
も
違
い
ま
す
。

そ
の
市
場
の
中
で
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
の
で
す
。
ハ
チ
ミ

ツ
は
採
れ
る
花
に
よ
っ
て
い
く
つ
も
種

類
が
あ
り
ま
す
。
国
産
で
珍
し
い
花
の

蜜
と
い
え
ば
た
し
か
に
稀
少
な
も
の
で

す
が
、
稀
少
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
消

費
者
に
喜
ん
で
お
金
を
払
っ
て
も
ら
え

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で
は

消
費
者
に
と
っ
て
価
値
の
設
計
が
な
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　
話
を
聞
い
た
と
き
に
、「
東
京
の
高
級

ス
ー
パ
ー
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
国

産
の
ハ
チ
ミ
ツ
製
品
が
ど
れ
く
ら
い
の

種
類
売
ら
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？
」と
尋
ね
た
の
で
す
が
、
き
ち
ん
と

調
べ
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
ハ
チ
ミ
ツ
が
ラ
イ
バ
ル

の
中
で
勝
て
る
と
思
う
理
由
を
尋
ね
る

と「
安
全
性
」だ
と
言
い
ま
す
。
私
は
消

費
者
に
と
っ
て
の
安
全
性
は
国
産
と
い

う
時
点
で
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
以
上
の
優
位
性
が
必
要
だ
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
こ
う
言
う
と
身
も
蓋
も
な
い
の
で
す

が
、
国
産
ハ
チ
ミ
ツ
同
士
で
品
質
に
差

を
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
地
域
の
商
品
も
そ
れ
ぞ
れ
稀
少
で

高
品
質
で
す
。
な
ら
ば
、
あ
と
は
ど
の

よ
う
に
し
て
そ
の
商
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
消
費
者
に
と
っ
て「
特
別
な
も
の
」に

な
り
う
る
か
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
生
産
者
の
顔
が
見
え

て
い
て
そ
の
人
か
ら
ぜ
ひ
買
い
た
い
と

か
、
そ
の
ハ
チ
ミ
ツ
を
つ
く
る
の
に
家

族
で
参
加
し
た
と
か
、
ど
こ
か
で
食
べ

た
と
き
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
体
験
を
し

た
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

●
渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ
　

日
経
Ｂ
Ｐ
社
　
日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究

所
上
席
研
究
員
。
１
９
８
６
年
、
筑
波
大
学
大

学
院
理
工
学
修
士
課
程
修
了
。
同
年
、
日
本
経

済
新
聞
社
入
社
。
日
経
パ
ソ
コ
ン
、
日
経
ビ
ジ

ネ
ス
、
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、
経

営
分
野
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集

部
を
経
て
現
職
。
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所

な
ど
で
地
域
振
興
や
特
産
品
開
発
の
た
め
の

講
演
・
コ
ン
サ
ル
を
実
施
。
消
費
者
起
点
の
も

の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商

品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。
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地
球
に
や
さ
し
い

　
　
　
　ケ
ナ
フ
で
紙
す
き

紙すき道具の貸し出しやケナフの種をご希望の方は、
お問い合せ下さい。（TEL. 21-3121）

女
性
会

華
つ
う
し
ん

　
広
報
委
員
会
で
は
、地
球
に
や
さ

し
い
ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
体
験
を
通

じ
て
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題
に

関
心
を
持
つ
機
会
に
な
れ
ば
と
ケ

ナ
フ
の
紙
す
き
の
材
料
と
な
る
パ

ル
プ
の
提
供
と
道
具
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
な
か
よ
し
く
ら
ぶ
の
皆

　
以
前
、
ロ
ー
ソ
ン
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で

あ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
開

発
に
携
わ
っ
た
人
に
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
初

に「
コ
ン
ビ
ニ
の
ス
イ
ー
ツ
は
な
ぜ
ま
ず

い
の
か
」を
確
か
め
る
た
め
に
、
自
社
と

他
社
も
含
め
て
店
頭
で
売
ら
れ
て
い
る

ス
イ
ー
ツ
を
１
０
０
種
類
も
食
べ
た
と

い
い
ま
す
。
さ
ら
に
開
発
チ
ー
ム
の
全

員
が
そ
れ
ぞ
れ
想
定
消
費
者
１
０
０
人

に
対
し
て
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
か
ら「
ク
リ
ー
ム

の
味
を
良
く
す
れ
ば
勝
て
る
」と
い
う

結
論
を
出
し
て
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
に
取

り
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
地
方
発
で
は
こ
こ
ま
で
の
調
査
を
し

た
話
は
な
か
な
か
聞
き
ま
せ
ん
。
や
っ

て
い
る
内
容
は
大
企
業
で
あ
れ
中
小
企

業
で
あ
れ
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る

こ
と
で
す
。
限
ら
れ
た
予
算
や
時
間
の

な
か
で
少
な
く
と
も
ラ
イ
バ
ル
の
数
や

内
容
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
や
興
味
く
ら
い
は
押
さ
え

て
か
ら
商
品
開
発
に
か
か
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
い
ま
の
消
費
者
は
い

く
ら
珍
し
く
て
も
要
ら
な
い
も
の
は
買

わ
な
い
し
、
い
く
ら
安
く
て
も
自
分
に

と
っ
て
意
味
の
な
い
も
の
は
買
わ
な
い

の
で
す
。

ふ
た

た
い
」と
加
藤
さ
ん
。
ま
た「
沢
山

の
人
と
の
出
会
い
を
育
み
な
が
ら
、

近
い
将
来
に
は
当
店
を
独
立
さ
せ

て
更
に
充
実
し
た
お
店
に
し
て
い

き
た
い
」と
熱
い
抱
負
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
加
藤
店
長
が
醸
し
出
す
和
や
か

で
、
お
し
ゃ
れ
だ
け
れ
ど
も
気
取

ら
な
い
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
お
店
に
一
度
立
ち
寄
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
松
駅

サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ

こ
ま
つ

北國銀行
小松運動公園

うらら

本覚寺

あんじゅ

末広

立体
駐車場前

APA小松グランドホテルB1F

↑明峰

↓粟津

さ
ん
が
、ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
広
報
委
員
会
で
は
こ
れ
か
ら
も

環
境
問
題
の
啓
発
活
動
と
し
て
、ケ

ナ
フ
の
紙
す
き
道
具
の
貸
し
出
し

や
、ケ
ナ
フ
の
種
の
配
布
な
ど
、「
地

球
に
や
さ
し
い
ケ
ナ
フ
」の
啓
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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藤
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。
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く
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験
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。
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お子さまからお年寄りの方まで安全、安心♪お子さまからお年寄りの方まで安全、安心♪
安全に！ 快適に！ 便利に！安全に！

全口に安心センサー
搭載で危険を排除！

お手入れラクラク。
いつも快適♪

いろんな機能で毎日のお料理が
ラクに、楽しく！

全口に安心センサー
搭載で危険を排除！

お手入れラクラク。
いつも快適♪

安心と笑顔を届けたい 石川県小松市沖町 125 番地 1
TEL 0761-22-0515　FAX 0761-24-5157
http://www.komatsugas.co.jp

焦げつきを感知しても
自動で火が消えます。

ガスコンロ

いろんな機能で毎日のお料理が
ラクに、楽しく！

快適に！ 便利に！
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